
 

 

 

 

 

 

 

一人ひとりに寄り添って～合理的配慮で安心・快適な学校生活を～ 

校長 松久保 雅和 

１１月７・８日の展覧会に向けて、子どもたちは日々作品づくりやパフォーマンスの練習に取り組んでいま

す。絵や工作、表現活動など、それぞれの子が自分の力を発揮し、目を輝かせて創作に励む姿から一人ひとり

の「よさ」や「素晴らしい個性」が感じられます。展覧会当日には、そんな子どもたちの成長の軌跡をご覧い

ただけることと思います。 

学校には、さまざまな個性や特性をもった子どもたちが通っています。一人ひとりが安心して、快適に学校

生活を送るためには、それぞれの子どもの状態や状況に応じた支援、すなわち「合理的配慮」が必要です。た

とえば、視力が弱い子どもが文字を見るために眼鏡をかけることは、特別なことではなく、必要な配慮の一つ

です。また、みんなの前で発言することが苦手な子どもには、紙に書いて考えを伝えてもらい、それを読み取

ることも大切な支援です。このような配慮には、椅子の高さを調整する、教材の見やすさを工夫するといった

「目に見える配慮」に加えて、「困っている気持ちに寄り添う」「無理に答えを急がせない」「失敗しても温

かく見守る」といった「目に見えない心の配慮」もあります。どちらも、子どもたち一人ひとりが安心して力

を発揮するために欠かせない大切な支えです。合理的配慮とは、特別扱いではなく、すべての子どもが本来の

力を発揮できるようにするための「当たり前の支え」です。そして、それは教職員だけでなく、子どもたち同

士、保護者の皆様の理解と協力によって、実現していくものです。 

 詩人・金子みすゞさんは、「わたしと小鳥とすずと」の中で、次のように詠んでいます。 

わたしが両手をひろげても、 

おそらはちっともとべないが、 

とべる小鳥はわたしのように、 

地面（じべた）をはやくは走れない。 

すずと、小鳥と、それからわたし、 

みんなちがって、みんないい。 

 それぞれがちがっていて、それぞれが素晴らしい存在です。私たち大人はその違いに目を向け、一人ひとり

が自分らしく輝けるよう、これからも寄り添い、支えてまいります。 

 どうぞ、引き続きご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

令和７年１０月３１日 
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日 曜 朝の 学習 行事予定 給食 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
スクール

カウンセラー

1 土 東京都教育の日

2 日

3 月 文化の日

4 火
朝会

11月生活指導

安全指導　　委員会⑦（卒アル撮影）

３年リハーサル　　1，2年午前授業
○ 4 4 5 5 6 6

5 水 B時程
 ALT 　６年体育館会場準備

２，４年リハーサル　学校評価配信（～11日まで）
○ 5 5 5 5 5 5

6 木 読書  面談日程通知配布　1，５，６年リハーサル ○ 4 5 6 6 6 6

7 金 B時程 展覧会 児童作品鑑賞日 ○ 5 5 5 5 5 5 〇

8 土 読書　展覧会 午前4時間授業　給食なし　保護者鑑賞日 4 4 4 4 4 4

9 日

10 月

11 火 学級 展覧会片付け（5年）  １，２年生午前授業 ○ 4 4 5 5 6 5

12 水 B時程 4年視覚障害体験 ○ 5 5 6 6 6 6

13 木 体育集会 8の字チャレンジ　くすの木遊び ○ 4 5 6 6 6 6

14 金 B時程
(8の字予備日)　避難訓練

３年１組６時間授業　３年１組以外午前５時間授業
○ 5 5 5 5 5 5 〇

15 土

16 日

17 月 朝会 ○ 5 5 5 6 6 6

18 火 読書  3年自転車教室　クラブ⑨（卒アル撮影）　 ○ 5 5 5 6 6 6

19 水 B時程 開校記念日　 ○ 5 5 5 5 5 5

20 木 ゲーム集会 ○ 4 5 6 6 6 6

21 金 B時程 ○ 5 5 5 5 5 5 〇

22 土

23 日 勤労感謝の日

24 月 振替休日

25 火 なわ跳びオリンピック クラブ⑩　6年租税教室　 ○ 5 5 5 6 6 6

26 水 B時程 ALT  　中山中職業体験 ○ 5 5 6 6 6 6

27 木
なわ跳びパフォー

マンス集会

 世話人会活動（なわ跳びパフォーマンス）

中山中職業体験
○ 4 5 6 6 6 6

28 金 B時程 中山中職業体験 ○ 5 5 5 5 5 5 〇

29 土

30 日

１1月行事予定 八王子市立高嶺小学校


